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課題名：県内ナバナ産地における根こぶ病菌レースの分布実態  

［要約］県内に分布するアブラナ科根こぶ病菌のレースは、病原性グループ分類による

グループ２（G2）及びグループ４（G4）であり、地域的には、県南部では G2、G4 が混在

し、県北部、県央部ではおもに G4 が分布する。平成 28 年現在、市販されている食用ナ

バナの抵抗性品種は G2 に罹病性である。  
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［目的及び背景］ 

  根こぶ病は多くのアブラナ科野菜に寄生し、根こぶを形成するため、作物への被害が

大きい。特に県南部の特産野菜の食用ナバナで被害が大きく、問題となっている。我が

国の根こぶ病ではレースには、病原性グループ分類によるグループ１～４（G1～G4）の

４グループが知られているが（Hatakeyama 2004）、千葉県ではレース分類に基づいた分

布調査は行われていなかった。そこで、抵抗性品種の普及を図る上での防除対策の指針

とするため、県内の食用ナバナやキャベツ、ブロッコリー、コマツナで発生している根

こぶ病菌を採集し、（国研）農研機構・野菜花き研究部門の検定方法（吉川 1993 ; 

Hatakeyama 2004）に従ってグループ分類を行い、県内のレース分布を明らかにする。 

 

［成果内容］ 

１ 県南部の安房地域と夷隅地域において、採集したナバナ根こぶ病菌は、分類できなか

った１菌株を除き、G2 及び G4 であり、G2、G4 が混在する（表１、図１）。 

２ 県北部、県央部において、採集した根こぶ病菌のうち、富里市のコマツナの根こぶ病

菌のみ G2 に分類されるが、銚子市や旭市、山武郡横芝町、茂原市、市原市、袖ヶ浦市、

富津市の根こぶ病菌は G4 に分類され、両地域のほとんどが G4 である（表１、図１）。 

３ 平成 28年現在市販されている食用ナバナの抵抗性品種は G4に対して抵抗性を示すが、

G2 には罹病する（表２）。 

 

［留意事項］ 

 

［普及対象地域］ 

 普 及 対 象：食用ナバナ育種関係者 



［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 

 

［成果の概要］ 

表１ 千葉県で発生したアブラナ科根こぶ病菌の病原性グループ判定 

 



             

図１ 千葉県内のアブラナ科根こぶ病菌の病原性グループの分布 

 

     表２ ナバナ市販品種の根こぶ病菌 G2、G4 に対する抵抗性 
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